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緒 言

精神一身体相関の問題は,古 くでなお新 し

い命題である.感官刺戟,或いは内的精神変

動に継起する情動的変化に伴 う心 活 動 の 変

化,殊にその適期的変化は古 くから指摘 され

ているところである.しか しながら,主 とし

て方法論的難点から,それらの変化の様相を

具体的且つ客観的に把握することが困難であ
l~. 2:

った.嘗てBoASやFLEISCH等の試み もあった
3ノ-6)

那,1948年に至って松田教授はElectroardio-

tachographの装置を考案 したが,それによっ

て心博週期の継時的変化の記録が容易にTi.-っ

た.その後,該装置による研究所見 も発表 さ

れている.しか しTi.-がら,それ等の大部分は,

生理学的変動の追究が主体であって,精神状

態殊にその感情 ･情動的変動 との関連に於で

の追究は極めて少Ti.>い.松田教授の報告の他
7)

には,精神疾患者を対象 とした研究 (黒沢),
8) 9)

異常児に於ける所見 (堀 ･盛田 ･石橋 ら)等

が報告されているに過 ぎTi.-い.

著者は最近,精神状態 とtachogramとの相

関を追究 して来たが,今回は一連の身 ･心刺

戟系列を用いI:所見の うち,正常成人にみら

れた所見を報告する.

実 験 方 法

精神的 ･身体的に健康Ti.>成人男女22名を対

象 として種々の実験 をこゝろみた.即 ち,男

子は18才より35才に及ぶ13名 (平均年令25.3

才)で,女子は21才より47才に至 る9名 (平

均年令26.6才)である.
3)4)

記録装置 としでは,松田教授考案のカルジ

オタコグラフA型を用い,横河製万能記録装

置 と,電磁オッシログラフを使用 しT=.他に

刺戟 として Buffington社 製 光 刺 戟 装 置

(GeneralElectricFT 220,100,000C)

も用いT:.13お,tachogramの記録に当って
10)

は,松田 ･本川教授の原法に準 じた.そして

万能記録装置によってGSR及び呼吸曲線 も

同時に記録 した (附図参照)i

刺戟 としてひとつの系列を用いI:t即 ち下

記の事項をテープレコー ドに吹込んで,毎回

同一条件下で使用 しI:.つまり,tachogram

の記録中の或 る時期に刺戟 として挿入 したの

である.

0)=これから心臓の写真をとります.心配なこ
とは何もありません. 声を出さないで動かな

い様にして下さい. こちらから言葉があって

も返事をしないで,心の中で考えて下さい"(ペ

ルー 3秒間)

Ⅰ)3分目:江戸子守唄の一節 (-詞 rシロホン
による)

Ⅱ)5分目:りきょぅだい''(刺載語として聞かせ
るだけである.以下も同様)

Ⅲ)6分目:日時計"
Ⅳ)7分目:｡父頼"
V)8分目:"ラジオ"

Ⅵ)9分目:‖母親"
Ⅶ)10分目:"マッチ"

Ⅷ)11分目:"今度ベルがなったら染呼吸をして
下さい.2分間続けます"
12分目:(ペルー3秒間)
14分目:仙やめ.普通に呼吸して下さい■'
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Ⅸ)15分目●=軽く目をとじて下さい"
Ⅹ)15分50秒目:ドミソド-(-調 ･シロホンに
よる)

16分目:(光刺戟 5f.p.S一一10秒間)
16分30秒目:(同上-10秒間)

H)17分50秒目:ドミソドー(-調 ･シロホン)
18分目:光刺戟 1f.p.S.-10秒間)
18分3C)秒目.(同上-10秒間)

刃】)19分50秒目:ドミソド-(-詞 ･シロホン)
20分目:(光刺戟 10f.p.S.-10秒間)
20分30秒目:(同上-10秒間)

ⅩⅢ)23分目:ドミソドー (-謁 ･シロホン)
ⅩⅣ)24分目:(ペルー2秒間)
ⅩⅤ)25分目:"67+45''
ⅩⅥ)26分目:り過ぎ去ったこと''
ⅩⅦ)27分目 ■̀̀13×24"
ⅩⅧ)28分目:=これから先のこと=

ⅩⅨ)30分目.(ベルI2秒間) (以上)

実 験 成 績

実験結果を綜括的に示すと, まづ刺戟系列

に対する反応型の所見 としては第 1表,或い

は第 2表の如 くである (但 し各表のローマ数

字は夫々刺戟系列の各番号を示す). 即 ち所

見を種 々の点から分けて述-ると次のようで

ある.

至I A

第 Ⅰ図 :反応塾模式図

Aは徐脈化,Bは徐脈,Cは速脈化,Dは速脈,
Eは速脈群を示す.なお,矢印Sは与えられた

刺戟.但し記巌は左一石に進むものとする.

戸 谷

1)Electrocardiotachogramの反応類型

記録 されるtachogramには,閉限安静時に

於でも,正常成人に種々の型が見出されるも

のである.然 し我 々が追究 したものは刺戟時

所見であり,従って得 られI:結果は極めて複

雑であった.それを一括 して示すことは困難

であることは論をまたT3い.然 しT3がら,反

応 として最 も著明T3ものをいくつか選び出す

ことはさして困難ではT3いものゝ よ うで あ

る.このようT3立場から,我々は次に示すよ

うTi.-7型を分析 してみI:(第1図の模式図及び

附図参照).

㈱ 徐脈 :間軟性出現型の徐脈で,記録上

孤立 した高い脈 として際立っているもの (第

1図B･附図1).

(B) 徐脈化 :記録上緩徐T3上昇曲線を描 く

もの (第1図A ･附図2).

(C) 速脈 :間歓性出現塾の速脈で,記録上

孤立 しI=低い脈 として際立っているもの (第

1図D･附図3).

(D) 速脈化 :記録上緩徐Ti.-下降曲線 を措 く

もの (第1囲C･附図4).

(E) 速脈群 :速脈が数ケ連続 したもので,

記録上では谷型 として際立つ もの (第1囲E･

附囲う).

(F) 平坦化 :呼吸性の不整度が減少乃至消

失 したもの.記録上では平坦Ti二直線或いは曲

線 として,一呼吸時以上にわたるもの (附図

6).

(G)失調脈 :上記煩塾の何れにも属 し難い

全 く不規則Ti:もの (附図7).

2)刺戟種別からみた陽性反応出現率 (第1

表参照)

我々は記録開始後から刺戟 1迄の3分間の

安静臥床時tachogramを以て,その被験者の

心持週期変動様態の基本型 とLI:.その後,

刺戟に応 じて,その基本型中に含 まれていTi.-

い異っI:型,即 ち一種の反応変動が もたらさ

れた場合を便宜上われわれは ｢反応陽性｣ と

LI:.但 し既に基本型中に特徴的な部分所見

として散見された ものが,刺戟に応 じて強 く
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第I表 '.被験者22名 (813名,♀9名)中,各個刺戟に対して陽性反応を示した例数.但し( )内数
値は反応陽性傾向を示した例数.また,Ⅹ･Ⅸ･Ⅶに於てはさの被験者は12名である.
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出現 し1:場合 も陽性 として判定 しI:･後者の

場合,安静時心樽 リズム中に頻繁に特殊波型

が出現 しているTi.-らば,その判定に相当の考

膚を払わねばTdこらTdこいことは論をまたTdこい.
ll)

しかし児島氏が統計的研究所見として述べて

いる様に.健康者を対象 とLI=場合は,或る

種の型に従った律動性が認められるものであ

るし.概 してはそれは規則的であるものゝ様

であるから.上述の陽性判定基準はさして危

険ではあるまいと思われる.筒.明瞭Td.-陽性

とは云い得ないが,その傾向の強いものを｢陽

性傾向｣として額扱っ7:.このようT;立場か

ら反応の陽性出現率を検討すれば次にのべる

ようである (第 1表参照).

男子では90%以上の高率を示 しているのは

(陽性傾向を示すものも含む),Ⅹ ･H ･XEの

光刺戟,Ⅷの深呼吸予告及びⅩVの暗算等で

ある.次でⅣの ｢父親｣という刺戟語,Ⅸの

閉目指示等が高率を示 し, Ⅰのメロディー,

ⅩⅦの暗算及びⅩⅨのベルがこれに続いてい

る.XⅧの ｢将来は?｣,ⅥⅠの ｢マッチ｣,V

の ｢ラジオ｣及びⅢの ｢時計｣等の刺戟語は

最低の陽性率である.

女子では90%以上の高率を示 したのは,男

子 と同様,光刺戟のⅩ･刃･XR.暗算のⅩV,

及びIのメロディーである.7,kでⅧ ･Ⅸ ･TI
及びVIの ｢同胞｣･｢母親｣等が高率を示 し.

XⅢのシロホン,ⅠⅤ及びⅩⅧ等がこれらに続

いている.陽性率の最 も低いのはⅢ及びVで

ある.

男女差が比較的目立つのは｢母親｣及び｢同

胞｣の刺戟語で,何れ も女子に陽性率が高い

ことが注目すべき所見であっナこ.

刺戟総数に対する総陽性出現率は,男子で

は75･1% (54･9%),女子では791% (58.～

形)であり,精々女子に陽性度が高い (I=丁ご

し先述の数値のうち,()内の%は陽性慣向

を含まTd.'いで,ただ明瞭Ti.-陽性反応すごけを示

しI:ものの,0,V'値である).

次に男女を合計 LI:場合の値をみると,陽

性度の高いものはⅩ ･Ⅶ ･Ⅶ及びⅩVを頂点

として,Ⅷ ･Ⅸ ･Ⅰ及びⅠⅤ等であり,Ⅲ･Ⅴ･

Ⅶ ･ⅩⅧ及びⅩⅣ等は低率である.総刺戟に
対する総陽性反応出現率は76･8%である.

3)個々の反応型 _ついての所見 (第2表参

照)

a)各種刺戟 との関係 :

陽性度の高い刺戟を主 として述べると次の

ようである.即ち-

刺戟 Ⅰ:男女とも徐脈化及び平坦化の反応

型が多 く,殊に女子において著 しい.

刺戟Ⅲ:男子の陽性度は低いが,その範囲
に於で徐脈化が多い.女子では比較的ながら

徐脈化が多く,速脈化がそれに次ぐ.

刺戟Ⅳ:男子では徐脈及び徐脈化の反応型
が目立ち,女子では速脈化及び平坦化が多い

ものゝようである.

刺戟VT:男子では低率乍ら,その範囲では

徐脈化が多く,女子でも徐脈化が筆頭である･

刺戟Ⅷ :男女共に速脈化が絶対多数を占め

ている.

刺 戟Ⅸ :男子では平坦化が精々目立って多

く,徐脈化及び速脈化がこれに続 くが,女子

では速脈化が最 も多く,平坦化及び速脈群が

これに次いでいる.

刺戟Ⅹ ･ⅩⅠ･)Ⅲ:各々とも男女両方に徐脈_
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第2表:各個刺戟に対する反応型の出現頻度

合 計

化が圧倒的に多数で,次いで少数乍 ら男子で

は速脈群が,女子では失調脈が続いて.､る.

更 に男子ではXに対 して二種の反応型 をとる

ものが多 く (たとえば徐脈化 とその他の変動

型の混合),ⅩⅠに至 って徐脈化が減少 している

のに対 して,女子では逆に.XIにおいて徐脈化

の反応型 をとるものが多いのは対照的であっ

1:･又,男子には失調脈が認められTi.-かっT:
15ノ

ことも注 目に値する.この点については著者

は他誌 にすでに発表 しているので, それを参

照 されたい.

刺戟ⅩⅢ :男子では徐脈及び徐脈化,女子

では徐脈化及び速脈化が相 多々い.

刺戟ⅩⅤ:男女共に速脈化が際 立 っ て 多

い.

刺戟ⅩⅦ:刺戟ⅩVと同傾向 を示 して い

る.

刺戟ⅩⅨ :男子では速脈群及び徐脈,女子

では速脈化が棺々多 く見 られる.

b)各種反応類型の分布 :

徐脈 :総反応数の12.2%(814.3%, 99.0

%)に認められ,男子ではⅣ ･ⅩⅨ及 びⅩⅢ
に比較的多 く,女子では略 々平等に散在 して

いる.

徐脈化 :総反応数の31.3% (832.4%, 守

29･5%)を占めている.男女共 その大多数は

光刺戟 に対 して出現 しているのが目立つ.そ

の他では,男子では Ⅰ･Ⅱ･ⅠⅤ･Ⅵ･Ⅶ ･Ⅸ･
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ⅩⅢに精々多 く,女子ではⅠ.Ⅱ･Ⅵに綿 々

多 く認められる.

速脈 :総反応数の5.6%(83.8%,98.2%)

に認められ,少数であるが女子に出現率が比

較的高い.

速脈化 :総反応数の26.0プ∠(823_1%,早

30.3%)を占め,男女共にⅦⅠ及びⅩⅤに多数

の出現がみられる･男子では次いでⅩⅦが多

数を占めるが,女子ではⅨ ･ⅩⅦ ･ⅩⅦ【及び

ⅩⅨ等が続いている.この型の出現は光刺戟

時に稀であっI:.

速脈群 :総反応数の10.2プo'(all.5,Oof,早

8.2%)に認められ,各刺戟に対 して男女共に

略々均等に出現 しているが,男子に於ては光

刺戟及びⅩⅨ●に対 して棺 マ多 くみられる.

平坦化 :総反応数の12.2,05(813.7%, 早

9.8%)に認められ,男子ではⅨに対 して,女

子では Ⅰに対 して出現することが精々多い.

失調脈 :総反数の2.6プ∠(81.1%,94.9

%)に過 ぎなかった.

以上の各所見を一括 し,それについて,特

に男女差について,徐脈 と徐脈化 との一群 と

速脈 ･速脈化及び速脈群の一群 とに二大別 し

て比較 してみると,第 3表に示す様な鮮かな

第3表 :出現反応類塾の臭女別の比叡

徐脈 徐脈化 速脈 速脈化速脈群

46.7% 38.A%

9.00/029･5%.8.20/030.30/08.20/0
38.'50/0 46.70/a

対比がみられる.即 ち一定の刺戟に対 して,

男子では徐脈的傾向に,女子 pは速脈的傾向

に向って反応 し易いことがうかJJJ;われる･

4)特異反応型の問題

刺戟 に対する個人の特異反応型が存在する

か.この間題をみると,次のこうである･即

ち前項からも推論される所であるが,刺戟の

種類や強度によって,そG7/1刺戟が有力Tj:もの

であれば,個体差を越えた反応塾が示 されるl

ものゝようであっ1:.そこで,有力Ts刺戟種

を除いたその他について,その反 応 型 を縦

覧 してみよう.いま第2表にLI:がって,男

子については1Ⅶ･Ⅹ･ⅩトXE及びXVを,女

子についてはI･X･XI･XE及びXVを除外

してみると,男子ではう例に,女子では2例が

比較的近似的傾向を一貫 して示 しているに過

ぎTd･-かっT=･従 って個体的に特異的な反応,

或いはその傾向を把握することは困難 と云わ

TiこければTi.-らTd･-い･しか しこの点は更に検討

を要することで もあろう.

5)輯紳電流現象 (GSR)との関係

Tachogram とGSRとは互によく密接に

関連 して変化することは認められたが, しか

も中には不一致 もみられT:･即 ち男子12名及

び女子8名について検討 したところでは,紘

刺戟数380に対 して114(30.0%)の不一致が

認められI:･その うちわけは,男子では同 じ

く228に対 して66(即 ち不一致度は28.9%),

女子では152に対 して48(31.6%)であった.

そのうち,tachogramに反応が認められす,

GSRにのみ反応が示 されたのは,男子では

37(16.2%), 女子では28(18.4,%)であっ

た.これを刺戟種別にみると,男 子 で は II

(ラ),Ⅵ ･ⅩⅥ及びⅩ1Ⅶ (各4), I･Ⅲ及び

Ⅴ(各3),Ⅸ･ⅩⅢ･ⅩⅣ ･ⅩⅦ及びⅩⅨ(令

2),そしてⅦ(1) と73.-っている･女子ではⅢ

及びⅩⅥ (各4),Ⅹ1Ⅶ(3),Ⅱ ･Ⅴ･Ⅶ ･Ⅸ･

XⅦ及びⅩⅨ (各2),Ⅳ ,Ⅷ ･ⅩⅠ･XⅢ及び

XV(各1)である (但 し ( )数字は反応 と

して出現 LT:GSRの数,iF,示す).

反対に,tachogramに反応が認められ乍 ら,

GSRに反応の認められTiこいものは,男子29

(12.7/0,i),女子20(13.2,'J,9')であっI:.刺戟

種別にみると,男子ではⅣ (4),Ⅸ ･ⅩⅤ･

ⅩⅦ及びHX(各3),Vl･Vm･XⅢ･ⅩN 及

びⅩⅧ (各2),Ⅲ･V及びXI(各l),ま1こ女

子では Ⅰ･Ⅵ及びⅩⅥ (各3),n･Ⅶ ･XV

及びⅩⅨ (各2),Ⅹ1･Ⅹ皿及びⅩⅧ (各1)と

T言っている (但 し( )内数字はtachogram

のみの反応数を示す).

以上を綜括 してみると,tachogramの変動
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に比 して,GSRが多少出現率i):高いこと,

しか もtacllOgl･arllに陽性度の高い刺戟種に

於ては両者の一致 も高いこと等が認 め られ

る.

考 接

先づ刺戟種についてみると,我々の結果で

は,全体として反応陽性率の高いものは,光

刺戟を第 1に,XVの暗算 ･深呼吸予告 ･閉

目の指示 ･子守唄の一節 ･刺戟語 "父親"等

の順で続 く.反対に低いものには,"時計"･

"ラジオ"･"マッチ"･ⅩⅣのベル ･̀ こ̀れか

ら先のこと''等が含まれている.この様Tf刺

戟の内容は,予測的精神緊張をもたらす刺戟

乃至は事項のそれである.従って或る程度ま

では,それらが強い情動変化をもたらすこと

も考えられるので,このような所見が招来さ

れることは肯かれるであろう.このことはま

I:,実験結果についてひとつの信頼性を付与

する-所見ではあるまいか.たゞⅩVの暗算

の場合よりも,いま少し面倒 と思われるⅩⅥ【

の暗算に於で,陽性率が稽々低いのは,慣れ

もあるかと思われるが,実際には暗算を放棄

したものが少数Ti.-がらあったので,そのこと

にもよるのではT3いかと考えられる･

男女別にみると, "同胞''･"母親"の刺戟

語において,女子に比 して男子が著 しく低率

の陽性を示 し,"父親●'に対 してはそれが軽度

乍 ら逆の関係にあること,又子守唄に対 して

女子が精々高率を示すこと等は,夫々の性に

従 っI:情動変動,更に進んでは所謂精神生活

の一面を対比的に反映 していると解釈 し得な

いであろうか.

次に反応型を徐脈的傾向群 と速脈的傾向群

に分け,それを刺戟別にみて行 くと.光刺戟

については勿論のこと, Ⅰ･ロ及びⅥ等に於

でも徐脈的傾向への反応様相が強 く,ⅥⅠ,/J;こ

れに準 じている.これに対 して,Ⅶい ⅩⅤ及

びⅩⅦについては速脈的傾向-の反応様相が
強 く,ⅩⅥ及びⅩ1･Ⅶがこれに準 じている.これ

らのことは,どちらかというと,情緒的･情動

谷

的要素の勝っI:刺戟に対 しては徐脈的に思考

的 ･意志的要素が勝っI:刺戟に対 しては速脈

的に反応するという傾向性を暗示するであろ

ラ.

Ⅳ ･Ⅸ ･ⅩⅢ及びⅩⅣについては,男子は

徐脈的に,女子は速陳的傾向に偏向 している.

また,ⅩⅨに於で, 男子は両群に略均等に2

分されているのに対 して,女子はやはり速脈

的傾向-と反応 しているのが多い.これらの

刺戟種はむしろ情緒的 ･情動的刺戟であると

考えられるが,女子がこれらに対 して速脈的

という恰 も抵抗的反応を示すのは,前述の推

論 と異るところである.このことは,総体的

に女子が速脈的傾向に反応 し′易いこととも関

連 して,注意す-き事柄 と思われるが,将来

Tfお追究を要する問題であるに違いTfい.

従来,感官刺戟或いは情動的変動に伴 う心

活動の変化 としては,速脈化が注意 され,徐

脈化についての論及は稀なようである.音響
12/

刺戟について,加藤氏は動物実験に於で速脈

化への反応を述-ている しか し我々が行っ

たベルT;どによる今回の刺戟所見では,殊に
男子に於で寧ろ徐脈化-の慎向を示す結果が

待 られl:.光刺戟を用いI:研究報告は未だ著

者以外には発表されていないが,著明Tf徐脈

化反応が高率に認められた このことは近年

活発に諭ぜられている心活動の大脳皮質擬制

にひとつの問題を提出するものと思われる.

我々は本研究に於て健康者を対象 とは した

那,著明T3失調脈を示 した3例があっナここと
A:

は注目しTiこければTIらT3い･その波型は堀氏

等のいうirregularslow waveSに類するも

のであり,それは正常所見ではJなくて寧ろ一

種の異常波型 とみ7;されているからである.

然 しTよがら,刺戟賦活によって正常人にも異

常茨型が発来するとすれば,この種の波型,

特にその発現機序は再検討されT;ければなら

ないであろう.そテは云っても,その波型 も

含めて7型の反応変化に著者は分数 して本研

究を進めて来たが,それらの反応型の粁性あ

るいは発現機序は今 日TIお殆んど解明されて
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いTJ:いので.結論は今後の追究にまI:Tsblれ

ばTSちない.

ところで,心棒適期の変動とGSRのそれと

が必ずしも一致 しTIい結果を示すことがある
13)

点は石金 ･直江氏等の研究報告にも認められ

る.これはひとつは,両者の中枢性機制に差

異があるためと考えられる.即ちGSRにつ

いては,主としてその中枢性機制が視床下部

に求められているのに対 して,心活動の中枢

性機制は視床下部を含めT:より広汎な領域,

とくに大脳皮質に迄求められなければTIら7;
14)
い.このことから,刺戟の強度乃至種類によ

って,反応の選択が行われ.その結果 として

若干の相異が出現すると一応考慮 し得TJ:いで

あろうか.

続 論

健康成人男子13名,女子9名を対象として,

一定の刺戟系列を用いて tachogram の反応

を記録 し,次のようTs所見を得I=･

1)反応型を便宜上7種に分けて検討 した.

即ち徐脈 ･徐脈化 ･速脈 ･速脈化 ･速脈群 ･

平坦化及び失調脈である.

2)男女共に反応陽性率の高度な刺戟種は,

予測的心的緊張を伴 う内容をもつものであっ

た.

3)光刺戟に対 しては著明な徐脈化,暗算に

対 しては速脈化の反応がみられた.

4)概 Lで情緒的･情動的刺戟に対 しでは徐

脈的傾向に.意志的 ･思考的刺戟に対 しては

速脈的傾向に向う反応が把握された.

5)総括的にみると,男子では徐脈的傾 向

に,女子では速脈的傾向に反応 し易い素質の

存在が推定される.

6)GSRとtachogram とは必ずしも変化
那-致せす,全体に於で30%の不一致をみた.

これは両反応の出現機序の差異に基くものと

考えられる.

本研究の一部は文部省科学研究費の補助による.
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第 7図(a)
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第 7図(h):
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開国説明 し各回の上端の点線は記線速度で,2点間の距離は10秒.Sは刺戟.Rは呼吸曲線,CはGSR,

Tはタコグ戸車;,なお,矢印は反応類型がよく現れた部分を示している.

左端の数値はヂコ.グラムの示標であって,たとえば016′′は1分間10D回の樽動に当るし,タコグラムは

上にのび岬 のぴる程脈轄数の遅延化を示すことになる･

-,ほ 丁




